
121. 乾癬ウィメンズキャラバン

特定非営利活動法人東京乾癬の会 P-PAT 理事長 添川　雅之

概要

　研究・事業テーマの目的は以下の通り、乾癬を全身性疾患として捉え、特に女性患者が抱えるライフステージ
特有の課題（ホルモン変化、妊娠・出産、遺伝への不安等）に対する理解を深めるとともに、適切な医療情報と
心理的支援を提供することを目的とする。また、患者会が存在しない、あるいは活動が困難な地域において、患
者同士のつながり（ピアサポート）を創出し、地域における継続的な共助の基盤を構築することを目指す。
　その目的を達成するために、患者会のない、または活動が縮小している地域に赴き、全国 5か所で交流会を実
施した。各地域において専門医を招き、講演および個別相談の機会を設け、地域の患者同士および主催者との交
流の場をつくり、情報共有と心理的支援の機会を提供した。
　事業の成果・分かったことは、医療情報へのアクセスが限られている地域において、専門医から直接話を聞け
る機会へのニーズが非常に高いことが明らかとなった。また、女性患者特有の悩み（妊娠・出産、ホルモン変
化、外見に関する心理的負担等）が共有されることで、参加者の安心感の促進につながったと感じた。患者同士
の交流により、孤立感の軽減や継続的なつながりの芽が生まれた。交流会の開催自体が、地域における新たな患
者ネットワーク形成の契機となったと考える。成果物としては、各開催地でアンケート調査を行い、冊子にまと
めることができた。
　今後の課題としては、単発の交流会にとどまらず、地域において継続的に活動できる体制の構築が必要である
一方で、地方における患者会活動が衰退する傾向にあり、今後人的・財政的基盤の強化に大きな課題が残る。組
織が無くても可能な支援としては、女性特有の課題に対応した情報提供や支援体制のさらなる充実（オンライン
活用等）が挙げられる。全国規模での情報共有・ネットワーク化を進めることによって、地域格差の解消を図る
必要がある。
　本事業の実施にあたり、財団からの助成金は極めて重要で、患者会の基盤が脆弱な地域へ直接赴き、専門医を
招いた交流会を開催するためには、移動費・会場費・講師謝金等の経費が不可欠であり、これらは助成がなけれ
ば実現が困難だった。また、地方においては患者数の分散や高齢化の影響により、自主的な活動資金の確保が難
しく、外部からの支援がなければ新たな事業への取り組み自体が困難な状況にあり、助成金によって、こうした
地域においても質の高い医療情報の提供と、専門医による直接的な支援の機会を確保することが可能となった。

背景および目的

　乾癬が単なる皮膚疾患にとどまらず、血管の炎症などを伴う全身性疾患として理解されるようになってきたこ
とがある。なかでも女性患者は、思春期、妊娠・出産、更年期といったライフステージの変化に伴うホルモンバ
ランスの影響を受けやすく、症状の変動や治療選択に関する悩みを抱えやすい。また、外見に関わる疾患である
ことから心理的負担も大きく、さらに子どもへの遺伝に対する不安など、複合的な課題を抱えている。しかしな
がら、こうした女性特有の悩みに特化した情報提供や支援の機会は十分とは言えず、多くの患者が孤立しやすい
状況にある。加えて、地方においては高齢化や過疎化の進行により患者会活動の継続が困難となり、患者同士が
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つながる機会そのものが失われつつある。その結果、正確な医療情報や専門医へのアクセス、さらには同じ悩み
を共有できる仲間との出会いが限られ、支援の地域格差が顕在化している。
　このような課題を踏まえ、本事業では患者会の存在しない、あるいは活動が困難な地域を対象に、女性患者に
特化したキャラバン事業を全国 5か所で実施した。各地域に専門医を招き、医療情報の提供や相談の機会を設け
るとともに、参加者同士が安心して悩みを共有できる交流の場を創出した。

方法

・患者会のない、または活動が縮小している地域に赴き、全国 5か所で交流会を実施した。
　①千葉県成田市　②埼玉県川越市　③岡山県岡山市　④香川県高松市　⑤沖縄県浦添市
・各地域において専門医を招き、講演および個別相談の機会を設けた。
・地域の患者同士および主催者との交流の場を創出し、情報共有と心理的支援の機会を提供した。
・各開催地において参加者からのアンケートの回答を募り、小冊子にまとめた。
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図 1．ウィメンズキャラバン事業報告
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図 2．ウィメンズキャラバン事業報告
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結果とまとめ

　ウィメンズキャラバンの開催により、
・医療情報へのアクセスが限られている地域において、専門医から直接話を聞ける機会へのニーズが非常に高い
ことが明らかとなった。
・女性患者特有の悩み（妊娠・出産、ホルモン変化、外見に関する心理的負担等）が共有されることで、参加者
の安心感の促進につながった。
・患者同士の交流により、孤立感の軽減や継続的なつながりの芽が生まれた。
・地域ごとに課題やニーズの違いがあることが把握でき、今後の支援の方向性を検討するための知見が得られ
た。
・交流会の開催自体が地域における新たな患者ネットワーク形成の契機となり、現在も互いの交流が続いてい
る。また、東京開催の当団体主催の学習会にキャラバンを開催した地域からのオンライン参加もあり、今後も
様々な形でネットワークを育てていきたい。
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図 1．ウィメンズキャラバンアンケート結果

6



図 2．ウィメンズキャラバンアンケート結果
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図 3．ウィメンズキャラバンアンケート結果
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図 4．ウィメンズキャラバンアンケート結果
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図 5．ウィメンズキャラバンアンケート結果
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図 6．ウィメンズキャラバンアンケート結果
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図 7．
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図 8．ウィメンズキャラバンアンケート結果
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図 9．
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図 10．ウィメンズキャラバンアンケート結果
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図 11．ウィメンズキャラバンアンケート結果
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図 12．ウィメンズキャラバンアンケート結果
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図 13．ウィメンズキャラバンアンケート結果
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図 14．ウィメンズキャラバンアンケート結果
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図 15．ウィメンズキャラバンアンケート結果
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図 16．ウィメンズキャラバンアンケート結果
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図 17．ウィメンズキャラバンアンケート結果
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図 18．ウィメンズキャラバンアンケート結果
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図 19．ウィメンズキャラバンアンケート結果
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図 20．ウィメンズキャラバンアンケート結果
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図 21．ウィメンズキャラバンアンケート結果
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図 22．ウィメンズキャラバンアンケート結果
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図 23．ウィメンズキャラバンアンケート結果
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（完）

図 24．ウィメンズキャラバンアンケート結果
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